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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第40期

第１四半期連結
累計期間

第41期
第１四半期連結
累計期間

第40期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年６月30日

自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （百万円） 12,098 11,733 49,993

経常利益 （百万円） 292 154 1,019

親会社株主に帰属する　　

四半期(当期)純利益
（百万円） 209 111 1,180

四半期包括利益又は

包括利益
（百万円） 222 91 1,230

純資産額 （百万円） 3,068 4,167 4,076

総資産額 （百万円） 29,845 28,457 29,938

１株当たり四半期(当期)
純利益

（円） 4.38 2.33 24.68

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 10.2 14.5 13.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2018年４月１日～６月30日）におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や内外政

治情勢の不安定さなどにより先行き不透明感が残るものの、企業収益や雇用環境が改善し、個人消費に持ち直しの

動きが見られるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況の中、当社グループは、太陽光発電市場を取り巻く事業環境を背景に策定した「中期経営計画

（2016年度－2018年度）」に即して、抜本的な経営合理化を推し進めるとともに、前連結会計年度において「Ｓ

Ｅ・ＨＳ・ＥＳ事業統括本部」を新設し、ＳＥ、ＨＳ、ＥＳの３事業が互いに連携することで効果的な営業、効率

的な施工が行える体制に移行するとともに、当第１四半期連結累計期間においてもＳＥ事業部門からＨＳ及びＥＳ

事業部門への異動により一層の人員適正化を図りました。

売上高につきましては、人員等経営資源を配分し事業規模の拡大を進めたことによりＨＳ事業部門、ＥＳ事業部

門がそれぞれ増収となり、新電力事業に係る電力販売量が拡大したことにより環境資源開発事業部門が増収となり

ました。その一方で、太陽光発電に係る市場規模縮小等の影響を受けＳＥ事業部門は大幅な減収となりました。こ

の結果、グループ全体の売上高は11,733百万円（前年同期比3.0％減）となりました。

利益につきましては、増収を背景としてＨＳ事業部門、ＥＳ事業部門、環境資源開発事業部門はそれぞれ増益と

なりました。その一方で、減収幅が大きかったＳＥ事業部門は大幅な減益となりました。この結果、グループ全体

の損益は、103百万円の営業利益（前年同期比73.8％減）、154百万円の経常利益（前年同期比47.2％減）、111百

万円の親会社株主に帰属する四半期純利益（前年同期比46.8％減）となりました。

当第１四半期連結累計期間の各セグメントの経営成績は次のとおりであります。
 
①ＳＥ（ソーラー・エンジニアリング）事業部門

「太陽光発電システム」が減収となりました。太陽光発電における市場規模縮小による影響に加え、当第１四

半期連結累計期間中において、ＦＩＴの事業計画認定に想定以上の遅れがあり、全体的に後ズレする状況となり

ました。この結果、売上高は2,779百万円(前年同期比38.2％減)と減収幅が大きくなりました。

営業損益は、ＨＳ事業部門への人員の異動等により経費削減、材料原価の低減等を推進しましたが、減収によ

る減益幅が大きく、88百万円の営業損失（前年同期は442百万円の営業利益）となりました。

②ＨＳ（ホーム・サニテーション）事業部門

ＨＳ事業部門の事業規模拡大を目的に、異動により人員増を図り、一般家屋に係るメンテナンスについて提案

をきめ細かく行えるよう営業及び施工体制を強化しました。「白蟻防除施工」が前年同期比27.0％増、「床下・

天井裏換気システム」が同30.6％増、「基礎補修・家屋補強工事」が同24.1％増となり、この結果、売上高は

2,711百万円（前年同期比16.4％増）となりました。

営業損益は、人員増により人件費等のコストが増加したものの、増収幅が大きかったことや、施工効率の改善

や外注加工費率の低下などにより、580百万円の営業利益（前年同期比44.2％増）となりました。

③ＥＳ（エスタブリッシュメント・サニテーション）事業部門

ＥＳ事業部門の事業規模拡大を目的に、異動により人員増を図るとともに、ビル・マンション等のオーナーに

対する営業強化、管理会社等提携先の関係強化を図ることで、主力商品である「防錆機器取付施工（商品名：

ドールマンショック）」が前年同期比104.2％増となり、この結果、売上高は415百万円（前年同期比33.8％増）

となりました。

営業損益は、人員増により人件費等のコストが増加したものの、増収幅が大きかったことや、施工効率の改善

や外注加工費率の低下などにより、52百万円の営業利益（前年同期比30.7％増）となりました。

④環境資源開発事業部門

燃料化を目的とする廃プラスチック類の受入量が増加し、「プラスチック燃料」が前年同期比11.9％増、新電

力事業が拡大し、「売電収入」が前年同期比29.3％増となりました。この結果、売上高は5,826百万円（前年同

期比17.5％増）となりました。

営業損益は、プラスチック燃料について、廃プラスチック類の受入単価がアップし、燃料品質の向上及び効率

性の改善により原価が低減し、また新電力事業による増収及び電力調達コストの安定化が寄与し、439百万円の

営業利益（前年同期比29.9％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は28,457百万円となり、前連結会計年度末比で1,480百万円減少しまし

た。主な要因は、現金及び預金が1,348百万円減少したためであります。負債合計は24,289百万円となり、前連結

会計年度末比で1,571百万円減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛金が1,107百万円、短期借入金が288百

万円、未払金が166百万円減少したためであります。純資産合計は4,167百万円となり、前連結会計年度末比で91百

万円増加しました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益111百万円を計上したためであります。

その結果、自己資本比率については、前連結会計年度末13.5％に対し、当第１四半期連結会計期間末は14.5％と

なりました。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

（５）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、65百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（６）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

当第１四半期連結累計期間において、生産実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（百万円） 前年同期比（％）

ＳＥ事業部門 482 61.6

ＨＳ事業部門 155 122.4

（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　ＳＥ事業部門における生産高は、当社で生産するパワーコンディショナ等と連結子会社善日（上

海）能源科枝有限公司の子会社である善日（嘉善）能源科枝有限公司で生産する太陽電池モジュー

ルであります。

３　ＨＳ事業部門における生産高は、当社で生産する床下・天井裏換気扇に加えて連結子会社㈱サンエ

イムで生産する白蟻防除薬剤を含めて表示しております。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

②受注実績

当第１四半期連結累計期間において、受注実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円）
前年同期比

（％）
受注残高（百万円）

前年同期比

（％）

ＳＥ事業部門 3,149 59.6 370 47.2

（注）１　ＳＥ事業部門については、契約書締結（卸販売の場合は注文書受付）から着工（卸販売の場合は発

送）まで短期間であることから、受注高は販売実績に加えて施工中物件の契約金額を、受注残高は

施工中物件の契約金額を記載しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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③販売実績

当第１四半期連結累計期間において、販売実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります

セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同期比（％）

ＳＥ事業部門 2,779 61.8

ＥＳ事業部門 415 133.8

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主要な相手先（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 163,500,000

計 163,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,919,396 48,919,396

東京証券取引所

(市場第一部)

福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 48,919,396 48,919,396 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当する事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当する事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当する事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年４月１日～
2018年６月30日

－ 48,919 － 14,041 － －

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の発行済株式については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できないため、直前の基準日である2018年３月31日現在の株主名簿に基づき記載しております。

 

①【発行済株式】

2018年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式　 1,113,900
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　47,730,600 477,306 －

単元未満株式 普通株式　　　74,896 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 　　　　　48,919,396 － －

総株主の議決権 － 477,306 －

（注）１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が19,100株（議決権の数

191個）含まれております。

　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式23株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社サニックス

福岡市博多区博多駅東

２丁目１番23号
1,113,900 － 1,113,900 2.28

計 － 1,113,900 － 1,113,900 2.28

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表等の適正化を確保するための特段の取り組みについて
　当社は、四半期連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準

等の内容を適切に把握し、又は会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備するため、公益

財団法人財務会計基準機構へ加入し、専門的知識を有する団体等が主催するセミナーへの参加や会計専門誌の定期購

読等を行っております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,482 4,134

受取手形及び売掛金 5,485 5,084

商品及び製品 273 238

未成工事支出金 209 197

原材料及び貯蔵品 4,035 4,153

その他 797 1,027

貸倒引当金 △525 △509

流動資産合計 15,759 14,327

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,080 2,009

機械装置及び運搬具（純額） 1,189 1,251

土地 7,811 7,811

その他（純額） 844 792

有形固定資産合計 11,926 11,863

無形固定資産   

のれん 65 37

その他 148 153

無形固定資産合計 214 191

投資その他の資産 2,037 2,074

固定資産合計 14,178 14,129

資産合計 29,938 28,457

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,079 3,971

短期借入金 11,685 11,397

1年内返済予定の長期借入金 140 129

未払金 3,069 2,902

未払法人税等 409 478

引当金 27 20

その他 2,592 2,511

流動負債合計 23,003 21,410

固定負債   

長期借入金 325 304

役員退職慰労引当金 9 9

処分場閉鎖費用引当金 573 581

退職給付に係る負債 1,465 1,488

その他 483 494

固定負債合計 2,857 2,878

負債合計 25,861 24,289
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,041 14,041

資本剰余金 1 1

利益剰余金 △8,597 △8,486

自己株式 △1,481 △1,481

株主資本合計 3,964 4,076

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 76 68

繰延ヘッジ損益 △0 －

為替換算調整勘定 3 △9

退職給付に係る調整累計額 △2 △1

その他の包括利益累計額合計 76 56

非支配株主持分 35 34

純資産合計 4,076 4,167

負債純資産合計 29,938 28,457
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 12,098 11,733

売上原価 8,376 8,193

売上総利益 3,722 3,540

販売費及び一般管理費 3,325 3,436

営業利益 396 103

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 1 1

受取地代家賃 15 16

為替差益 － 11

補助金収入 20 0

受取補償金 － 70

その他 18 6

営業外収益合計 58 107

営業外費用   

支払利息 53 47

為替差損 38 －

その他 69 8

営業外費用合計 161 56

経常利益 292 154

税金等調整前四半期純利益 292 154

法人税、住民税及び事業税 84 85

法人税等調整額 △1 △42

法人税等合計 82 43

四半期純利益 210 111

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 209 111
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 210 111

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2 △8

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 6 △13

退職給付に係る調整額 3 0

その他の包括利益合計 12 △19

四半期包括利益 222 91

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 221 91

非支配株主に係る四半期包括利益 1 △0
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

１．連結の範囲に関する事項

　当社の完全子会社であった株式会社サニックスエンジニアリングは、2018年４月１日付けをもって当社を存続

会社とする吸収合併により消滅したことに伴い、連結子会社から除外しております。

 

 

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

投資その他の資産 636百万円 636百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年６月30日）

減価償却費 159百万円 194百万円

のれんの償却額 28 28
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 ＳＥ事業部門ＨＳ事業部門ＥＳ事業部門
環境資源開発
事業部門

合計

売上高        

外部顧客への
売上高

4,500 2,329 310 4,957 12,098 － 12,098

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 4,500 2,329 310 4,957 12,098 － 12,098

セグメント利益 442 402 40 338 1,223 △826 396

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用826百万円であり、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 ＳＥ事業部門ＨＳ事業部門ＥＳ事業部門
環境資源開発
事業部門

合計

売上高        

外部顧客への
売上高

2,779 2,711 415 5,826 11,733 － 11,733

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 2,779 2,711 415 5,826 11,733 － 11,733

セグメント利益
又は損失（△）

△88 580 52 439 984 △880 103

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用880百万円であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項　目
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

１株当たり四半期純利益 4円38銭 2円33銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

(百万円)
209 111

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益　(百万円)
209 111

普通株式の期中平均株式数（千株） 47,805 47,805

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

   
 

   2018年8月9日

株式会社サニックス  

 取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川畑　秀二　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮㟢　 健 　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 濵村　正治　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サニッ

クスの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サニックス及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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